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令和６年度第１回宗像市歴史的風致維持向上計画推進協議会 議事録 

 

開催日時 ： 令和７年３月１８日（火）14:00～15:30  

開催場所 ： 宗像市役所南館 南２０１A 会議室  

■出席者 

委 員 出欠 委 員 出欠 委 員 出欠 

◎黒瀨 重幸 出 〇大方 優子 出 土屋 潤 出 

壹岐 貴寿 出 矢原 吉房 出 田中 久美子 出 

升谷 智子 出 園元 かをり 欠 
比山 裕隆 

(代理者 杉原 敏之) 
出 

西 亮 欠 
井上 智史 

(オブザーバー) 
出  

◎印は会長、○印は副会長 

 

 

第１号議案 宗像市歴史的風致維持向上計画の進捗評価について 

 

① 評価軸②-1「重点区域における歴史的風致の維持及び向上に関する取組み（都市計画

法）」 

（第 1 号議案書 宗像市-2） 

土屋委員 

：福岡県まちづくり専門家派遣制度で派遣される専門家とは、どのような方か。 

また、支援を行った説明会では、どのような問題や課題が出たのか。 

➡民間のコンサルタントの方にご支援いただいた。 

説明会では、地域住民が自分たちの地域で何ができるのか、それを実現させるため

どのようなまちづくりをしていくのかなど、地域のあり方が課題として共有されて

おり、それらを踏まえ、今後、都市計画の地区計画提案制度に向けた手続きを行う

予定になっている。 

 

② 評価軸②-2「重点区域における歴史的風致の維持及び向上に関する取組み（景観法）」 

（第１号議案書 宗像市-3） 

井上課長（オブザーバー） 

：景観計画の変更における太陽光発電に関する基準の追加について、景観を害する具

体例があったのかなど、基準追加に至った経緯を教えてほしい。 

➡景観まちづくりプランの更新に加え、近年の主要な屋根形状の変化や、地域住民か

らの要望を考慮し、見直しの検討を行った。 
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③ 評価軸③-6「無形民俗文化財等調査支援等事業」 

（第１号議案書 宗像市-10） 

田中委員 

：大型商業施設等での展示や実演等の事業は、いつ実施したのか。また、事業実施に

より、後継者不足の解消につながる等の具体的な効果はあったか。 

➡祭りへの参加を促すため、事業は、概ね各祭りの１ヵ月前に実施した。 

事業実施による担い手としての参加者はいないが、来場者が増加し、本事業をきっ

かけに参加した方もいたことから、本活動を継続することで、担い手の確保にも繋

がると考えている。 

 

④ 評価軸③-9「歴史文化資源ガイダンス拠点整備事業」 

（第 1 号議案書 宗像市-13） 

壹岐委員 

：歴史文化資源ガイダンス拠点整備事業である世界遺産センターの整備について、関

係者間において継続的に協議中とのことだが、関係者というのは具体的にどのよう

な方々なのか。また、今後、事業が進捗する見通しはあるのか。 

➡関係者は、宗像大社、福岡県、福津市、宗像市の４者である。 

世界遺産ガイダンス施設の整備について、引き続き、関係機関と連携し、課題の整

理がなされていくと考えている。 

 

⑤ 評価軸③-10「歴史文化資産普及啓発事業」 

（第１号議案書 宗像市-14） 

田中委員 

：小中学校における世界遺産学習では、副読本やタブレットを活用した学習に加え、

文化財展示施設を活用した学習も実施しているのか。 

また、住民アンケートの結果において、若い世代の宗像の歴史文化に対する誇りや

愛着が低下傾向にある一方で、地域産業の活性化への関心が高まっているため、若

い世代への歴史・文化に関する普及啓発活動の重要性を感じている。出前授業は、

どのような形態で実施しているのか。 

➡海の道むなかた館において、副読本を用いた調査学習や、小学校３・４年生を対象

とした民具学習などの機会を提供している。 

出前授業については、文化財の職員が地域の寄り合い等で、シニア世代を対象に宗

像の文化財や伝統行事に関する歴史講座を実施している。若い世代の歴史文化への

関心が低いことは、課題として認識している。 
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：現在の出前授業は、地域の歴史学習へのニーズが高いシニア世代が主な参加者であ

るが、若い世代と地域の歴史を一緒に調べる等、従来の一方向型講座とは異なる形

式の講座があるとよい。 

 

井上課長（オブザーバー） 

：九州地方整備局が発信している九州歴史まちづくりブランド推進会のインスタグラ

ムでは、宗像市は他の認定都市に比べるとかなり多く投稿いただいているが、イン

スタグラムを見て、イベントに参加した等の反応はあったか。 

➡インスタグラムのみの具体的な効果を把握することは難しいが、他に行っている周

知方法との組み合わせにより効果は出ていると考えている。 

また、インスタグラムではないが、同推進会が作成した歴まちカードを目当てに年

間 100 名以上が来訪しており、カードを渡す際に来訪者へ市内周遊を勧めることが

できることから、歴まちカードの取組みは、市内の誘客に一定の効果があると考え

ている。 

 

⑥ 評価軸③-12「観光受入環境整備事業」 

（第１号議案書 宗像市-16） 

大方委員 

：観光ガイドの養成において、海外からの観光客に宗像市の歴史的価値を伝える上で

多言語対応に意識的に取り組むのがよいと考えるが、具体的な計画や考え等はある

か。 

➡世界遺産登録時から順次行っている多言語化への取組みとして、ＱＲコードで情報

を取得できる仕組みの導入や、海の道むなかた館での翻訳機の活用、世界遺産保存

活用協議会のホームページでの英語等による資産の紹介などを行っている。情報の

更新や、情報へのアクセス方法などが課題としてあり、また、宗像大社境内での英

語表記については歴史的雰囲気に与える影響への懸念等もある。 

 

：観光ガイド養成講座の中で、外国語ができる方がいることで対応の幅が広がるた

め、多言語対応を意識し、既存の枠組みを活用しながら進めていただきたい。 

 

田中委員 

：多言語化を進める上で、実際に来られている観光客が翻訳機の使用や通訳を付ける

など、どのような手法が主流となっているか、宗像市の観光振興に最適な手法なの

か、調査検討してはどうか。 

➡宗像大社や海の道むなかた館等の主要施設において、海外の来訪者がどこから来た

かを把握するための調査を実施した結果、東アジアからの来訪者が多いことがわか
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っている。今後も調査を継続し、来訪者の状況を適切に把握した上で、多言語化の

整備を進めていく必要があると考えている。 

 

⑦ 評価軸④-1「文化財調査、指定、保存管理（活用）計画の策定」 

（第１号議案書 宗像市-18） 

杉原参事（比山委員代理） 

：無形民俗文化財調査において、祭りの担い手育成状況等の情報収集を継続的に行っ

ているか。また、調査で得られた情報は、伝承事業等にどのように活用しているの

か。 

➡調査においては、職員が実際に祭りへ参加し、地域住民と交流を深める中で、情報

収集を行っている。調査を通じて得られた情報は、補助金等の支援に活用できてお

り、これらの支援が地域との更なる繋がりを強化し、地域の伝統行事の実態把握に

繋がるという好循環を生み出している。なお、今年度実施した大型商業施設での展

示や実施等の事業も、その一環として実施することができた。 

 

黒瀬会長 

：第１号議案の審議と採決に入る。 

異議がないことから、第１号議案は原案どおり可決する。 

 

 

 


